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平成21年度「総合生命科学」講義概要
第1回　10月　8日(木)　　松浦 悦子（ライフサイエンス専攻　生命科学領域）
生命情報学を学ぶということ　(オリエンテーションを含む)
「総合生命科学」では、生命情報学とその関連分野におけるさまざまな手法、新しい研究の進展、今後の研究課題などについて各回の担当者が話題を提供することにより、各自の研究をとらえ直す機会をもつことを目指している。本講義では、ショウジョウバエを用いた研究を紹介する。
第2回　10月22日(木)　　吉田　裕亮（理学専攻　情報科学領域）
計算機による統計的学習の話題から
計算機が安価に容易に使える現在において、計算機は統計的データ解析の様々な面で用いられる。本講義では擬似乱数を用いた標本からのリサンプリングによる経験分布に基づく統計的学習法のひとつであるブートストラップ法について考える。また、欠損値を含む観測データにおいて欠損値を補いながら最尤推定を行う反復法であるＥＭアルゴリズムについての概説も行う予定である。これらの手法は共に計算機を援用して初めて効果的な推定が行えるものである。
第3回　10月28日(水)　　由良 敬（ライフサイエンス専攻　生命科学領域）
生命情報学の歴史

　生命情報学は新しい学問分野と思われているが、生命情報学の歴史は分子生物学の歴史と同程度に古い。２０世紀半ばに分子生物学が勃興し、生物をその構成分子から理解する動きが起こった。それとほぼ同時に、明らかになってきたデータをどのように解釈するのか、またどのようにすれば高解像度のデータを得ることができるのかの理論構築が必要となり、ここに現在の生命情報学の起源がある。２０世紀後半には、さまざまなデータが大量に得られるようになったとともに、高速のコンピュータが出現し、現在みられる生命情報学の発展がもたらされることとなった。生命情報学の歴史を紹介することで、生命情報学が目指していることの一端を概観する。
第4回　10月29日(木)　　嶌田　智（ライフサイエンス専攻　生命科学領域）
藻類の多様化と生命情報
多種多様な生物種のゲノム配列情報を利用することで、生物系統を明らかにしてきた分子系統進化学の手法を解説する。また、様々な系統に存在する「藻類」誕生のメカニズムや、研究室で解析を進めている種分化研究についても紹介する。
第5回　11月12日(木)　　棚谷　綾（理学専攻　化学・生物化学領域）
核内受容体機能制御と創薬
核内受容体は、ステロイドホルモンや活性型ビタミンの作用を担うタンパク質であり、これらのホルモン分子依存的に、細胞増殖、分化、形態形成、代謝、恒常性などを厳密に調節している。核内受容体は、がん、自己免疫疾患、生活習慣病などと密接に関係しており、これらの治療薬開発の重要な分子標的である。本講義では、核内受容体を分子標的とした医薬化学研究について概説する。
第6回　11月 18日(水)　　相川　京子（理学専攻　化学・生物化学領域）
がんと糖鎖
糖鎖は細胞表面や細胞間隙に局在し、生理的と病理的両方の過程における様々な細胞機能に関与することが明らかにされている。がん細胞において産生される正常細胞とは異なる構造の糖鎖について、がん細胞の特性（増殖性、転移性など）との関連を明らかにする研究が進められており、それらを生命情報学的アプローチを含めて紹介する。
第7回　11月25日(水)　　油谷 幸代（ライフサイエンス専攻　生命科学領域；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業技術総合研究所生命情報工学研究センター）
遺伝子発現解析　～遺伝子ネットワーク推定～
本講義は、マイクロアレイデータからの遺伝子発現解析の全体像の理解を目的し、実験的手法とアレイインフォマティクスによる解析研究の双方について概略を解説する。特に、発現プロファイルデータを数理的に解析し、生体細胞で働く遺伝子間の関連性を推定する遺伝子ネットワーク推定手法について詳細に説明する。
第8回　11月26日(木)　　諏訪 牧子（ライフサイエンス専攻　生命科学領域；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業技術総合研究所生命情報工学研究センター）
ゲノム配列から読み解くタンパク質機能
ゲノム配列は、タンパク質機能情報を階層的に織り込んだ暗号と言えます。この暗号をバイオインフォマティクス手法で読み解きながら、俯瞰的な視点からタンパク質の構造・機能、相互作用解析と機能メカニズムの理解を目指した内容を紹介します。特に、細胞表面に密集してシグナル情報伝達の制御スイッチとして働く受容体に焦点を当ててお話します。
第9回　12月16日(水)　　松浦　秀治（ライフサイエンス専攻　人間・環境科学領域）
人類化石が持つ多種多様な生命・生活情報
骨は生きている。成長し、血も神経も通っている。骨は筋肉が付着する運動装置であり、筋肉の働きが骨を修飾し、骨の形に反映する。また、マクロ・ミクロの様々な環境因子の影響が骨にあらわれる。講義では、「化石となった、ヒトの生」とも言える人類化石から引き出すことができる多種多様な「生命・生活情報」について紹介する。
第10回　12月 17日(木)　　鷹野　景子（理学専攻　化学・生物化学領域）
糖鎖科学への計算化学からのアプローチ
生命情報を担う糖鎖分子の高次構造や機能、分子認識機構の解明は、生命科学における重要

課題の一つである。この課題に立ち向かうための計算化学的手法を簡単に紹介し、最近の研究成果と今後の展望について述べる。
PAGE  
1

